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新たな変異株の感染拡大による第6波を阻止
するための検査体制拡充策

ホテルイベントや繁華街の飲食店を対象とした
“東京コロナパス”実証実験再開のご案内
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マイナンバーカードや運転免許証
などの証明書提示を必要としない
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偽陽性3+1（3.5%） PCR（ー） PCR（±） PCR（＋） 合計

偽陰性0+4（3.5%） 45≦Ct 35≦Ct<45 Ct<35

抗原定性検査（ー） 83 4 0 87

抗原定性検査（±） 3 0 2 5

抗原定性検査（＋） 1 2 2 5

抗原定性検査（＋＋） 0 0 16 16

合計 87 6 20 113

参考論文
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入院施設を有する医療機関や
高齢者用施設の
スタッフや利用者

スポーツやクラブ・
部活動などの学校活動

飲食店
（酒類販売卸業者様などとの

提携も視野に）

旅行・観光
（飛行機、新幹線、
長距離バス、船など
長時間の

閉鎖的共有空間）

イベント（ホテル宴会、
音楽フェス、観劇や映画館

などの条件緩和）

シチュエーション別の感染拡大リスクに合わせ
たワクチン・検査必要性の検討
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⚫ホテルや会議室での飲食を伴わない会合

活動リスクと対策の具体例

⚫ホテルや店舗での飲食を伴う宴会やイベント

ワクチン接種済み証明（東京ワクション）

or
検査陰性証明（東京コロナパスなど）

対策

ワクチン接種済み証明（東京ワクション）

and
検査陰性証明（東京コロナパスなど）

対策

ワクチン接種済者（検査未施行）のサイレントスプレッダーが飲食のために
マスクを外したままワクチン未接種者（検査陰性）と同席したら・・ ・危険大!!!5



社会実装に向けた背景と課題 ➊
⚫ 2回目接種から時間が経過してワクチン効果の低下が危惧されている

⚫現下ではすでにワクチン接種後のブレークスルー感染が増加しているが、
オミクロン株などの変異株の流行でさらに急増する懸念

➢ ブレークスルー感染はサイレントスプレッダーを生み出す可能性大
➢ “ワクチンパスポート（東京ワクション）”単独に頼ることの危険性は？
➢ 社会・経済活動によるリスクに合わせて、

⇒ワクチン接種済み者にも積極的に陰性証明検査を行う必要がある

⚫ 注射薬に加えて内服薬やワクチン3回目（ブースター）接種が我々の武器
➢ 薬の治療効果やブースター接種の予防力増強効果を見極めながら
➢ 薬剤適応範囲やワクチン普及のタイミングも加味して
➢ 検査体制の拡充を迅速かつ適確に実施していく
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➢ サイレントスプレッダー増加 ＝ 医療機関の受診率低下
：市中での検査機会を拡大していく必要性

➢普及拡大には薬事承認された検査キットの販売網を拡充することが重要
：薬局はもとよりコンビニ・飲食店舗やインターネットでの販売も視野に

➢ 検査場所の拡大も喫緊の課題
：検査キット販売店や自宅に加えて、
：街角検査場やキッチンカー等での検査体制も強化！

➢ “東京コロナパス”はフルスペック（自動判定・顔写真証明付き）から、
簡易版+α（自動判定・顔写真証明なし）や簡易版（目視・単回のみ有効）まで
3段階バージョンを想定しており、利用状況や環境により使い分けが可能。

⚫抗原定性検査の利点を生かすための課題

社会実装に向けた背景と課題 ➋
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社会実装に向けた背景と課題 ➌

岸田政権による“検査無料化”などの「検査機会の拡大政策」を追い風に！

市中での検査機会が大幅に増えると
➢ 市中感染状況をより鋭敏に感知することが可能となる
➢ 早期発見・早期介入・早期治療による感染拡大防止や重症化予防！
➢ 公衆衛生学的にも適切な先手医療対策が打てるようになる期待

民間検査で陽性疑いの方を速やかかつ確実に医療に繋げることが重要課題
➢東京都協力のもと“診療検査医療機関（”発熱外来“）リストをHPに公開

⇨ さらに地図情報や検索機能を装備した発熱外来マップ
⇨ NO“検査難民”！
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実証実験再開のご案内（2021年12月〜2022年2月、ホテルのイベント・宴会および繁華街飲食店等）

詳しくは記者会見後にお知らせいたします
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